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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第20期

第３四半期
累計期間

第21期
第３四半期
累計期間

第20期

会計期間
自 2022年７月１日
至 2023年３月31日

自 2023年７月１日
至 2024年３月31日

自 2022年７月１日
至 2023年６月30日

売上高 (千円) 1,158,490 1,383,528 1,532,167

経常利益 (千円) 144,742 211,005 148,279

四半期（当期）純利益 (千円) 97,355 138,026 101,823

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) － － －

資本金 (千円) 194,000 52,857 235,400

発行済株式総数 (株) 1,200,000 1,255,700 1,245,000

純資産額 (千円) 711,878 942,600 799,033

総資産額 (千円) 1,265,797 1,428,575 1,232,382

１株当たり四半期（当期）純利益 (円) 97.21 110.50 96.14

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益

(円) － 106.04 91.23

１株当たり配当額 (円) － － －

自己資本比率 (％) 56.2 65.9 64.8
 

 

回次
第20期
第３四半期
会計期間

第21期
第３四半期
会計期間

会計期間
自 2023年１月１日
至 2023年３月31日

自 2024年１月１日
至 2024年３月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 19.14 50.70
 

(注) １．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

３．第21期第３四半期累計期間の資本金の減少は、2023年10月31日付の減資によるものです。

４．第20期第３四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、2023年３月31日付で東京

証券取引所グロース市場及び福岡証券取引所Ｑ－Ｂｏａｒｄに株式を上場しましたが、前第３四半期会計期

間の末日までに初値が形成されなかったことから、潜在株式は存在するものの、期中平均株価が把握できな

いため記載しておりません。

５．１株当たり配当額については、当社は配当を実施していないため記載しておりません。

 
２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。

（1）経営成績の状況

当第３四半期累計期間における我が国の経済は、雇用・所得環境の改善と各種政策の効果により、景気は緩や

かな回復基調にあります。しかしながら、世界的な金融引締めに伴う影響、中国経済の先行き懸念など、海外景

気の下振れが我が国の景気を下押しするリスクとなっております。また、物価上昇や中東地域をめぐる情勢、金

融資本市場の変動などの影響にも十分留意する必要があると認識しております。

当社を取り巻く国内IT市場においては、企業の生産性向上や競争力強化を目的としたDX需要が引き続き堅調に

推移していることに加え、IoT技術の進化と普及を背景としたデータ収集や処理、分析に関する需要の拡大、生成

系AIの登場に伴う新たなサービスの創出等により、デジタル化やクラウドへの移行の流れはより力強いものと

なっております。

当社が事業を展開するパブリッククラウド市場においては、2024年１月に市場を牽引するAmazon Web Services

が日本市場に対する巨額の投資計画を発表したことに続き、マイクロソフト社もAI及びクラウド基盤強化を目的

とした投資計画を発表する等、パブリッククラウド市場は更なる市場規模の拡大が期待されております。

また、生成系AIに代表されるAI関連市場においては、対話型AI「Chat GPT」を開発したOpen AI社がアジア初の

拠点となる日本法人を2024年４月に設立しており、生成系AIを活用した新たなサービスの登場による更なる市場

規模の拡大が期待されております。

このような中、当社の事業においては、クラウドインフラを活用したシステム開発の需要が引き続き旺盛で、

クラウドインテグレーションサービスが全体の売上高の拡大を牽引したことに加え、AIやIoTを駆使したデータの

収集や高度な解析を行うデータインテグレーションサービスも大幅に伸長し、売上高の拡大を牽引しました。自

社サービスである360度評価特化型人事評価サービス「360（さんろくまる）」や学校向け連絡サービス「sigfy

（シグフィー）」も、大型案件の受注や導入企業・自治体数の増加により、いずれも前年同期を大きく上回る売

上高となりました。また、当期の重点施策である採用についても、概ね計画通りに進捗しております。

これらの結果、当第３四半期累計期間の経営成績として、売上高1,383,528千円（前年同期比19.4%増）、営業

利益206,291千円（前年同期比33.6%増）、経常利益211,005千円（前年同期比45.8%増）、四半期純利益138,026千

円（前年同期比41.8%増）となりました。

なお、当社はDX事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。

 
 （2）財政状態の状況

（資産）

　流動資産は1,220,840千円となり、前事業年度末に比べ99,024千円増加しました。これは主に、現金及び預金

が127,961千円減少した一方で、売掛金が185,840千円、長期開発案件の進捗により契約資産が47,329千円増加

したことによるものであります。

　固定資産は207,734千円となり、前事業年度末に比べ97,168千円増加しました。これは主に、本社オフィスの

拡張及びサテライトオフィスの開設等により有形固定資産が64,562千円増加したことによるものであります。

 
（負債）

　流動負債は444,031千円となり、前事業年度末に比べ65,612千円増加しました。これは主に、買掛金が44,220

千円増加したことによるものであります。

　固定負債は41,942千円となり、前事業年度末に比べ12,986千円減少しました。これは主に、長期借入金が

26,664千円減少したことによるものであります。

 
（純資産）

　純資産は942,600千円となり、前事業年度末に比べ143,567千円増加しました。これは主に、利益剰余金が

138,026千円増加したことによるものであります。
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（3）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の

分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 
（4）経営方針・経営戦略等

当第３四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

 
（5）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第３四半期累計期間において、当社が優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はあ

りません。

 
（6）研究開発活動

当第３四半期累計期間における研究開発費の総額は4,632千円であります。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 4,000,000

計 4,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2024年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2024年５月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,255,700 1,268,200

東京証券取引所
グロース市場
福岡証券取引所
Ｑ－Ｂｏａｒｄ

完全議決権株式であり、株主と
しての権利内容に何ら限定のな
い当社における標準となる株式
であります。また、単元株式数
は100株であります。

計 1,255,700 1,268,200 － －
 

(注) 提出日現在発行数には、2024年５月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行された

株式数は、含まれておりません。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 
(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2024年１月１日～
2024年３月31日
（注）

2,300 1,255,700 627 52,857 627 2,857

 

(注)　新株予約権（ストック・オプション）の権利行使による増加であります。
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(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

    2024年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等) － － －

完全議決権株式(その他)
普通株式

12,498 －
1,249,800

単元未満株式
普通株式

－ －
3,600

発行済株式総数 1,253,400 － －

総株主の議決権 － 12,498 －
 

(注) １．「単元未満株式」の欄の普通株式には、当社所有の自己株式24株が含まれております。

２．当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2023年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 
② 【自己株式等】

2024年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―
 

(注)　当社所有の自己株式24株はすべて単元未満株式であるため、上記には含めておりません。

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．　四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 
２．　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(2024年１月１日から2024年３月

31日まで)及び第３四半期累計期間(2023年７月１日から2024年３月31日まで)に係る四半期財務諸表について、有限責

任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 
３．　四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(2023年６月30日)
当第３四半期会計期間
(2024年３月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 847,949 719,987

  売掛金 145,388 331,229

  契約資産 42,536 89,865

  仕掛品 72,185 39,341

  その他 13,805 40,417

  貸倒引当金 △48 -

  流動資産合計 1,121,816 1,220,840

 固定資産   

  有形固定資産 26,036 90,598

  投資その他の資産 84,530 117,135

  固定資産合計 110,566 207,734

 資産合計 1,232,382 1,428,575

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 43,495 87,716

  １年内返済予定の長期借入金 39,996 39,996

  未払法人税等 56,007 65,026

  契約負債 94,986 45,217

  賞与引当金 - 25,436

  その他 143,933 180,638

  流動負債合計 378,419 444,031

 固定負債   

  長期借入金 40,016 13,352

  資産除去債務 14,913 28,590

  固定負債合計 54,929 41,942

 負債合計 433,348 485,974

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 235,400 52,857

  資本剰余金 225,400 413,657

  利益剰余金 337,574 475,600

  自己株式 △112 △112

  株主資本合計 798,262 942,003

 新株予約権 771 597

 純資産合計 799,033 942,600

負債純資産合計 1,232,382 1,428,575
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(2) 【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期累計期間
(自　2022年７月１日
　至　2023年３月31日)

当第３四半期累計期間
(自　2023年７月１日
　至　2024年３月31日)

売上高 1,158,490 1,383,528

売上原価 743,674 839,116

売上総利益 414,816 544,411

販売費及び一般管理費 260,410 338,120

営業利益 154,405 206,291

営業外収益   

 受取利息 3 1

 補助金収入 - 5,162

 為替差益 1,369 -

 その他 100 72

 営業外収益合計 1,473 5,236

営業外費用   

 支払利息 460 252

 株式交付費 - 113

 為替差損 - 141

 上場関連費用 10,659 -

 その他 17 15

 営業外費用合計 11,137 523

経常利益 144,742 211,005

税引前四半期純利益 144,742 211,005

法人税、住民税及び事業税 57,433 85,244

法人税等調整額 △10,046 △12,264

法人税等合計 47,386 72,979

四半期純利益 97,355 138,026
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【注記事項】

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累

計期間に係る減価償却費は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期累計期間
(自 2022年７月１日
至 2023年３月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2023年７月１日
至 2024年３月31日)

減価償却費 5,827千円 7,510千円
 

 

(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間(自　2022年７月１日　至　2023年３月31日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 
２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

 
３．株主資本の著しい変動

当社は、2023年３月31日に東京証券取引所グロース市場及び福岡証券取引所Ｑ－Ｂｏａｒｄに株式を上場

いたしました。この上場にあたり2023年３月30日を払込期日とする有償一般募集（ブックビルディング方式

による募集）による新株式200,000株の発行により、資本金及び資本剰余金がそれぞれ184,000千円増加して

おります。

これらの結果、前第３四半期会計期間末において資本金が194,000千円、資本剰余金が184,000千円となっ

ております。

 
当第３四半期累計期間(自　2023年７月１日　至　2024年３月31日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 
２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

 
３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社の事業セグメントは、DX事業のみの単一セグメントであり重要性が乏しいため、セグメント情報の記載

を省略しております。
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(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前第３四半期累計期間(自 2022年７月１日　至 2023年３月31日)

   (単位：千円)

 
クラウド

インテグレーション
サービス

データ
インテグレーション

サービス
その他 合計

一定の期間にわたって
認識する収益

741,357 141,639 14,196 897,193

一時点で認識する収益 121,652 78,687 60,956 261,296

合計 863,009 220,327 75,153 1,158,490
 

 

当第３四半期累計期間(自 2023年７月１日　至 2024年３月31日)

   (単位：千円)

 
クラウド

インテグレーション
サービス

データ
インテグレーション

サービス
その他 合計

一定の期間にわたって
認識する収益

880,028 212,340 19,855 1,112,225

一時点で認識する収益 110,900 88,680 71,722 271,303

合計 990,928 301,021 91,578 1,383,528
 

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 

 
前第３四半期累計期間
(自 2022年７月１日
至 2023年３月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2023年７月１日
至 2024年３月31日)

(1) １株当たり四半期純利益 97円21銭 110円50銭

 (算定上の基礎)   

 四半期純利益(千円) 97,355 138,026

 普通株主に帰属しない金額(千円) － －

 普通株式に係る四半期純利益(千円) 97,355 138,026

 普通株式の期中平均株式数(株) 1,001,460 1,249,099

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 － 106円04銭

 (算定上の基礎)   

　四半期純利益調整額(千円) － －

　普通株式増加数(株) － 52,577

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前事業
年度末から重要な変動があったものの概要

－ －

 

(注)　当社は、2023年３月31日付で東京証券取引所グロース市場及び福岡証券取引所Ｑ－Ｂｏａｒｄに株式を

上場しましたが、前第３四半期会計期間の末日までに初値が形成されなかったことから、前第３四半期

累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の計算については、潜在株式は存在するものの、期

中平均株価が把握できないため、記載しておりません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

　　2024年5月10日

株　式　会　社　Ｆ　ｕ　ｓ　ｉ　ｃ

　取　 締 　役 　会　　　 　御　中

 

有限責任監査法人トーマツ
 

　 福 岡　事　務　所
 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 只　　隈　　洋　　一  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 濵　　村　　正　　治  

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社Ｆｕｓｉ

ｃの2023年7月1日から2024年6月30日までの第21期事業年度の第3四半期会計期間（2024年1月1日から2024年3月31日ま

で）及び第3四半期累計期間（2023年7月1日から2024年3月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対

照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社Ｆｕｓｉｃの2024年3月31日現在の財政状態及び同日をもって終了

する第3四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかっ

た。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任」

に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監

査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断し

ている。

 
四半期財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切であ

るかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関

する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 
四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められない

かどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事

項が適切でない場合は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監

査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は

継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準

に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期財務諸表

の表示、構成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる

事項が認められないかどうかを評価する。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

 
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
 

 

(注) １．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社(四半期報告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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